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東地中海の塩水湖（Meedee lake）より採取された海洋コアの堆積環境
の解明

Sedimentary environment of a piston core from the ultra high salinity
brine lake in the eastern Mediterranean Sea
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地中海には，6~5.33 Ma前に起こったMessinian Salinity Crisis（地中海が外海から孤立し，海水
が干上がったイベント）時に形成された蒸発岩類から塩類が染み出し，地形の凹地に塩水湖を形
成している．湖内は，塩分が通常海水の約10倍にあたる300 psu，溶存酸素がまったくない極限
環境である．この塩水湖については，今までほとんど研究例がない．本研究では，塩水湖の湖畔
より採取された海底コアの堆積環境を解明することを目的とする．
 コア試料は，KH06-4次航海においてNavigable Sampling Systemを用いて海底を観察しながら,
塩水湖の湖畔でピンポイント・サンプリングされたピストンコア(PC5;34 27.02 N，22 16.61 E，
W.D.2920m，コア長：293.5 cm)を用いた．岩相はcalcareous oozeで，肉眼やX線CT観察からは
目立った堆積構造は見られない．明色層（grayish white）と暗色層（yellowish orange）が，数
cm～数十cm間隔で繰り返し見られた．浮遊性有孔虫G.ruberのd18Oとボストークの氷床コアの
酸素同位体カーブと対比させ年代決定をおこなった．コアの年代は約5~19万年を示し，平均堆積
速度は，約2.1cm/kyr.である．暗色層と明色層はそれぞれ酸化・還元環境を示すと考えられ，各
層の堆積時間は，平均約数千年である．その境界は、gradualに，あるいはsharpに変化し，堆積
環境の変化が異なる．G. ruberの酸素同位体から明色層は氷期に，暗色層は間氷期に対応し，こ
れは地中海の深層水循環に起因する底層流の強さが塩水湖面の上下変動の要因として考えられ
る．色がsharpに変化し，酸素同位体と対応しない場合は，テクトニックな変動にともなう間隙
水の注入や地形の急激な変化などが考えられる．
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